
新
入
架
原
本
・
古
写
本
類

○
富
岡
八
幡
宮
及
慶
珊
寺
縁
起	

（
〇
〇
一
〇
―
二
）

　

富
岡
八
幡
宮
と
そ
の
別
当
寺
で
あ
る
慶
珊
寺
（
と
も
に
横
浜
市
金
沢
区
富
岡
）
の
縁
起

で
、
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
の
成
立
。
富
岡
八
幡
宮
縁
起
は
前
半
を
欠
く
。『
神
奈
川

県
史
』
資
料
編
八
近
世
五
下
六
〇
一
頁
以
下
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
慶
珊
寺
所
蔵
本
と
比
較

す
る
と
、
両
縁
起
と
も
本
奥
書
年
月
日
下
の
「
吉
成
（
花
押
）」
を
書
写
し
て
い
な
い
。

ま
た
、慶
珊
寺
縁
起
に
は
元
禄
十
一
年（
一
六
九
八
）、高
野
山
西
禅
院
真
伝
に
よ
る
書
写
・

寄
進
の
識
語
が
あ
る
。
旧
未
整
理
史
料
四
〇
六
。
二
〇
二
二
年
度
修
復
。

	

富
岡
八
幡
宮
縁
起　
　

一
巻　

全
長
一
八
〇
・
三
×
三
一
・
三
㎝

	

慶
珊
寺
縁
起　
　
　
　

一
巻　

全
長
二
四
九
・
一
×
三
一
・
三
㎝

	

（
堀
川
康
史
）

○
先
徳
巻
数	
（
〇
〇
一
四
―
一
七
）

　

鎌
倉
時
代
初
期
に
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
巻
数
集
。
裏
書
あ
り
。
二
種
以
上
の
巻
数

集
を
貼
り
継
い
だ
編
纂
原
本
で
あ
り
、
外
題
お
よ
び
目
録
の
筆
者
は
成
賢
（
一
一
六
二
～

一
二
三
一
）
で
あ
ろ
う
。
観
賢
・
泰
舜
・
円
照
・
仁
海
・
深
覚
・
信
覚
・
義
範
・
範
俊
・

勝
覚
・
定
海
等
の
巻
数
三
十
通
（
裏
書
を
含
む
）
を
、
金
輪
法
・
仁
王
経
法
・
請
雨
経
法

な
ど
修
法
ご
と
に
類
聚
し
た
も
の
。『
覚
禅
抄
』
等
の
修
法
関
係
史
料
に
収
め
ら
れ
て
い

な
い
巻
数
を
含
む
。
二
〇
二
二
年
度
購
入
。

	

一
巻
（
二
七
紙
）　

二
八
・
六
×
一
一
五
〇
・
〇
㎝

	

（
新
井
重
行
）

○
高
御
座
錦
綾
・
金
具
等
絵
図	

（
〇
〇
五
七
―
一
〇
）

　

巻
子
一
軸
。
紙
本
着
色
。
江
戸
時
代
後
期
～
明
治
時
代
写
。
五
四
紙
。
高
御
座
に
用
い

る
染
織
品
の
文
様
見
本
、
金
具
等
の
部
品
図
、
即
位
儀
に
庭
上
に
立
て
る
幡
の
柱
と
支
え

る
木
組
み
の
図
。
即
位
調
度
図
の
一
部
か
、
こ
れ
で
全
体
か
、
原
題
も
不
詳
の
た
め
仮
題
。

彩
色
も
精
細
で
あ
り
、
法
量
の
注
記
も
あ
る
。
図
中
に
墨
書
さ
れ
た
注
記
は
以
下
の
と
お

り
。「
御
帷
紫
綾
織
本
」「
剣
璽
之
案
上
帳
」「
壇
上
階
之
錦
」「
縁
之
錦
」「
鳳
形
大
寸
法
・

瓔
珞
」「
同
小
寸
法
」「
同
裏
」「
露
盤
之
金
物
」「
屋
根
金
物
・
雀
瓦
ノ
金
物
」「
蕨
手
金
物
」

「
蛇
舌
帽
額
」「
頂
上
御
鏡
寸
法
」「
同
裏
形（
図
中
に「
高
御
座
頂
上
御
鏡
」と
盛
り
上
げ
）」

「
同
〔
銅
烏
日
月
四
神
之
籰
〕（
錯
簡
）」「
銅
烏
日
月
四
神
之
籰
」。
軸
を
外
し
て
太
巻
仮

芯
に
巻
き
取
る
仮
処
置
。
未
整
理
九
〇
三
の
う
ち
。

	

（
藤
原
重
雄
）

○
散
兵
調
練
図	

（
〇
〇
六
七
―
一
）

　

幕
府
伝
習
兵
を
モ
デ
ル
に
し
た
散
兵
調
練
図
。
歌
川
芳
員
（
う
た
が
わ
よ
し
か
ず
、
生

没
年
不
詳
）
は
江
戸
末
期
か
ら
明
治
初
期
の
浮
世
絵
師
。

　
（
一
）
散
兵
開
列
静
止
、（
二
）
散
兵
組
々
結
集
セ
シ
ム
ル
法
、（
三
・
四
）〔
隊
列
背
面

図
〕・
円
陣
作
レ
、（
無
番
号
）〔
放
火
〕、（
五
）〔
円
陣
〕、（
六
）
側
面
放
火
、（
七
）
蹲

踞
放
火
・
転
シ
放
火
、
の
各
画
面
か
ら
な
る
。

　
（
一
）
に
は
維
新
本
に
無
い
ド
ラ
ム
打
ち
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
手
前
に
指
揮

官
が
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
維
新
本
は
（
五
）
の
あ
と
に
（
三
・
四
）
画
面
の
無
番
号
と
上

記
（
無
番
号
）
が
（
六
）
の
あ
と
に
来
て
い
る
。
上
記
（
無
番
号
）
は
本
来
（
六
）
の
後

ろ
に
あ
る
べ
き
か
。（
七
）
も
維
新
本
と
構
図
は
似
て
い
る
が
異
な
る
も
の
。
伏
射
シ
ー

ン
が
無
い
の
で
も
う
一
紙
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
（
後
欠
か
）。（
七
）
に
寅
十
二
月
の
改

印
が
あ
る
。
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
十
二
月
か
。

　

版
元
は
「
つ
き
ぢ
大
金
」
す
な
わ
ち
大
黒
屋
金
之
助
（
金
次
郎
と
も
、
築
地
小
田
原
町

二
丁
目
平
三
郎
店
の
地
本
問
屋
）。

	

（
保
谷　

徹
）

○
伊
達
政
宗
消
息	

（
〇
〇
七
一
―
七
二
）

　

伊
達
政
宗
が
二
女
む
う
（
牟
宇
）
姫
に
あ
て
た
手
紙
。
む
う
姫
は
慶
長
三
年
生
ま
れ
で
、

新
入
架
史
料
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政
宗
四
十
二
歳
の
時
の
子
供
。
本
状
は
元
和
～
寛
永
の
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
、
姫
が
政
宗

に
、
瓜
を
ひ
げ
こ
（
髯
籠
）
に
入
れ
て
送
っ
た
こ
と
に
対
す
る
礼
状
。
政
宗
の
娘
に
対
す

る
愛
情
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

	

（
元
和
～
寛
永
）
十
九
日　
　
　

折
紙　

楮
紙
（
一
紙
）
縦
三
〇
・
五
×
横
四
〇
・
〇
㎝

	

（
村
井
祐
樹
）

○
南
禅
寺
東
禅
院
文
書	

（
〇
〇
七
一
―
七
三
）

　

南
禅
寺
東
禅
院
に
伝
来
し
た
文
書
群
。
一
巻
十
一
通
。
外
題
「
東
禅
院
領
之
公
文
」。

年
紀
の
あ
る
も
の
は
、
文
安
四
年
（
一
四
四
七
）
か
ら
文
亀
二
年
（
一
五
〇
二
）
に
わ
た

り
、
所
領
で
は
、
摂
津
西
成
郡
津
村
郷
に
関
す
る
五
通
、
近
江
佐
々
木
香
庄
の
二
通
、
洛

中
地
の
二
通
な
ど
か
ら
な
る
。
東
禅
院
は
、
景
南
英
文
（
一
三
六
五
～
一
四
五
四
）
の
塔

頭
で
、
明
治
年
間
に
廃
絶
し
、
慈
氏
院
に
継
承
さ
れ
た
。
伝
来
史
料
は
分
散
し
、
そ
の
現

状
は
不
明
な
点
が
多
い
。『
分
散
し
た
禅
院
文
書
群
を
も
ち
い
た
情
報
復
元
の
研
究
』（
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
成
果
報
告
二
〇
〇
九
―
六
）
参
照
。
本
史
料
は
、
か
つ
て
『
平

成
七
年
古
典
籍
下
見
展
観
目
録
』
お
よ
び
一
誠
堂
書
店
創
業
一
〇
〇
周
年
記
念
『
古
典
籍

善
本
展
示
即
売
会
目
録
』（
二
〇
〇
三
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
将
軍
足
利
義
教
に
重

用
さ
れ
た
禅
僧
お
よ
び
そ
の
塔
頭
に
つ
い
て
、
具
体
像
が
明
ら
か
に
な
る
貴
重
な
史
料
で

あ
る
。

文
安
四
年
五
月
二
十
五
日　

管
領
細
川
勝
元
書
下
／
三
月
十
五
日　

薬
師
寺
元
吉
書
状

／
卯
月
十
七
日　

細
川
高
国
書
状
／
三
月
二
十
八
日　

斎
藤
元
隆
書
状
／
文
亀
二
年
九

月
十
日　

室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
／
同
日　

室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
／
永
正

五
年
八
月
二
十
四
日　

斎
藤
貞
船
奉
書
／
永
正
十
五
年
十
一
月
二
十
二
日　

室
町
幕
府

奉
行
人
連
署
奉
書
／
延
徳
三
年
十
月
十
日　

室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
／
同
日　

室

町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
／
文
明
十
五
年
九
月
十
九
日　

円
灯
・
宗
繁
連
署
状

	

一
巻
（
一
二
紙
）　

縦
二
八
・
二
㎝

	

（
山
家
浩
樹
）

○
性
阿
荘
厳
田
年
貢
散
用
状
等	

（
〇
〇
七
一
―
七
四
）

　

本
史
料
は
、
延
文
二
年
（
一
三
五
七
）
正
月
二
十
三
日
・
永
和
三
年
（
一
三
七
七
）
三

月
七
日
・
至
徳
二
年
（
一
三
八
五
）
十
月
日
の
性
阿
荘
厳
米
に
関
す
る
史
料
三
通
一
〇
紙

を
一
巻
に
仕
立
て
て
い
る
。

　

性
阿
荘
厳
米
に
つ
い
て
は
、
永
和
元
年
の
性
阿
荘
厳
田
所
当
収
納
散
用
状
を
『
大
日
本

史
料
第
六
編
之
四
十
六
』
に
収
載
す
る
な
ど
し
て
お
り
、
当
該
史
料
は
興
福
寺
の
旧
蔵
史

料
と
判
断
さ
れ
る
。
当
該
史
料
に
含
ま
れ
る
永
和
三
年
の
史
料
は
『
大
日
本
史
料
第
六
編

之
五
十
一
』
に
収
載
し
た
。
至
徳
二
年
の
史
料
は
今
後
に
刊
行
さ
れ
る
『
大
日
本
史
料
第

六
編
』
に
収
載
予
定
で
あ
る
。
二
〇
二
二
年
購
入
。

延
文
二
年
正
月
廿
三
日
性
阿
荘
厳
米
算
用
状
（
六
紙
。
二
五
・
六
×
三
三
・
三
㎝
、
二

五
・
三
×
三
四
・
五
㎝
、
二
五
・
三
×
二
四
・
五
㎝
、
二
五
・
五
×
九
・
一
㎝
、
二
五
・

五
×
三
三
・
三
㎝
、
二
五
・
六
×
三
四
・
〇
㎝
）。
永
和
三
年
三
月
七
日
性
阿
荘
厳
米

算
用
状
（
二
紙
。
三
〇
・
二
㎝
×
三
九
・
六
㎝
、
三
〇
・
二
×
三
八
・
八
㎝
）。
至
徳

二
年
十
月
日
性
阿
荘
厳
田
検
見
注
進
状
（
二
紙
。
二
七
・
七
×
三
八
・
一
㎝
、
二
七
・

七
×
三
八
・
六
㎝
）。

	

（
西
田
友
広
）

○
公
茂
公
記	

（
〇
〇
七
三
―
二
〇
）

　

乾
元
二
年
（
嘉
元
元
年
：
一
三
〇
三
）
五
・
六
月
「
恒
明
親
王
御
降
誕
記
」（
亀
山
法

皇
皇
子
、
生
母
昭
訓
門
院
）。『
歴
代
残
闕
日
記
』
五
二
所
収
「
押
小
路
内
大
臣
藤
公
茂
公

記
」
が
同
内
容
。［
貴
五
四
―
五
］
と
同
系
統
の
写
本
で
、
原
本
か
ら
の
影
写
を
祖
本
と

す
る
。
本
奥
書
「
此
一
巻
、
被
借
下
／
禁
裏
御
本
〈
正
記
也
、〉
厳
君
令
書
写
校
合
給
畢

／
寛
文
二
暦
（
一
六
六
二
）
仲
春
下
浣
／
参
議
左
大
弁
藤
原
（
中
御
門
）
資
煕
」
あ
り
。

御
衣
箱
の
絵
図
お
よ
び
儀
式
指
図
二
点
あ
り
。
朱
注
記
若
干
あ
り
。
木
軸
を
外
す
仮
処
置
。

未
整
理
番
号
二
五
〇
。

	

（
藤
原
重
雄
）

○
中
殿
御
会
図	

（
〇
〇
八
〇
―
七
）

　

巻
子
一
軸
。
江
戸
後
期
写
。
紙
本
白
描
淡
彩
。
唇
、
ま
た
顔
に
淡
く
朱
を
入
れ
る
。
北

村
家
本
の
直
模
的
な
転
写
本
の
系
統
。
天
地
に
横
界
を
引
き
、
祖
本
の
範
囲
を
示
す
。
詞

書
に
相
当
す
る
和
歌
は
一
具
と
な
っ
て
い
な
い
。
本
紙
六
紙
。
軸
木
の
木
脂
が
本
紙
に
滲

ん
で
お
り
、
外
し
て
処
置
。
未
整
理
九
〇
三
の
う
ち
。

	

（
藤
原
重
雄
）
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○
施
條
砲
射
擲
表	

（
〇
二
六
七
―
一
）

　

熊
本
藩
士
池
部
啓
太
（
一
七
九
七
―
一
八
六
八
、
春
常
・
如
泉
）
著
。

　

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）、
池
部
は
高
島
秋
帆
の
命
に
よ
り
米
国
献
貢
の
施
條
砲
（
ラ

イ
フ
ル
カ
ノ
ン
＝
ダ
ー
ル
グ
レ
ン
砲
か
）
の
射
擲
表
を
作
成
し
、
さ
ら
に
弟
子
で
あ
る
魚

住
弘
河
の
求
め
に
応
じ
て
仏
国
施
條
砲
の
射
擲
表
を
作
成
し
た
。装
薬
量
・
仰
角
・
距
離
・

時
間
な
ど
の
砲
撃
デ
ー
タ
で
あ
る
。
弟
子
魚
住
に
よ
り
、
文
久
の
米
国
献
貢
砲
の
射
擲
表

復
刻
と
続
編
・
附
山
砲
表
を
合
綴
す
る
。

（
表
紙
題
箋
）「
施
條
砲
射
擲
表　

全
」

（
中
表
紙
）「
施
條
砲
射
擲
表　

肥
後
如
泉
池
部
翁
著
、
戊
辰
初
夏
改
正
新
刻
、
有
待
窩

蔵
板
」

　
　

・「
仏
米
二
礟
射
擲
表　

告
」
慶
応
丁
卯
十
二
月
、
池
部
春
常
識

　
　

・	「
仏
米
二
礟
射
擲
表
端
書
」
慶
応
四
年
三
月
識
、
魚
住
弘
河
。「
仏
式
溝
路
礟
射
擲

再
交
距
離
表
」

　
　

・「
米
式
船
忽
砲
射
擲
再
交
距
離
表
」

（
中
表
紙
）「
施
條
砲
射
擲
表　

肥
後
如
泉
池
部
翁
著
、
戉
辰
初
夏
改
正
新
刻
、
有
待
窩

蔵
板
」

　
　

・「
施
條
砲
射
擲
表　

自
述
」
文
久
二
年
十
二
月
、
池
部
春
常
勤
識

　
　

・「
施
條
砲
射
擲
表　

東
肥　

池
部
春
常
著
」

　
　

・「
施
條
砲
射
擲
表
奥
書
」
慶
応
四
年
四
月
、
平
弘
河

（
中
表
紙
）「
施
條
砲
射
擲
表
続
編
、
附
山
砲
表　

肥
後
如
泉
池
部
翁
著
、
慶
応
四
戊
辰

初
夏
、
有
待
窩
蔵
梓
」

　
　

・「
施
條
砲
射
擲
表
続
編　

告
」
慶
応
四
年
、
池
部
春
常
識

　
　

・「
施
條
砲
射
擲
表
続
編
」
肥
後
池
部
春
常
著
、
門
人
村
田
武
笄
校
訂

　
　

・「
山
用
忽
微
砲
射
放
表
」
肥
後
池
部
春
常
著

（
奥
書
）
后
四
月　

魚
住
弘
河

	

（
保
谷　

徹
）

○
田
染
文
書	

（
〇
四
七
一
―
五
三
）

　

豊
後
国
田
染
荘
を
本
拠
と
す
る
田
染
氏
に
伝
来
し
た
、
中
世
文
書
三
通
と
近
世
文
書
二

通
の
計
五
通
か
ら
な
る
文
書
群
で
あ
る
。
大
分
市
在
住
の
個
人
よ
り
本
所
へ
と
寄
贈
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
昭
和
四
十
七
年
に
影
写
本
（
三
〇
七
一
・
九
五
―
三
八
）

が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
中
世
分
は
こ
こ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
田
染
氏
は
、
宇
佐
神
宮
の

神
官
身
分
を
帯
し
た
在
地
領
主
で
、
い
く
つ
か
の
系
統
に
分
か
れ
て
い
た
。
同
宮
番
長
職

を
相
伝
し
た
永
弘
氏
の
一
流
が
、
多
く
の
関
連
文
書
を
有
し
て
い
て
有
名
で
あ
る
が
、
本

文
書
を
伝
え
た
家
は
こ
れ
と
は
別
系
統
に
あ
っ
た
ら
し
い
。
同
家
に
い
ま
も
伝
来
す
る
系

図
を
参
照
す
る
と
、
こ
の
一
流
は
、
鎌
倉
期
に
田
染
荘
を
掌
握
し
て
い
た
宇
佐
氏
か
ら
、

そ
の
権
限
を
継
承
し
た
田
部
氏
・
香
志
田
氏
の
末
裔
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
海
老

沢
衷
「
宇
佐
栄
忠
と
豊
後
国
田
染
荘
」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
．
哲
学
・

史
学
編
』
三
六
号
、
一
九
九
〇
年
）。

　

五
通
の
文
書
に
つ
い
て
そ
の
詳
細
を
示
す
と
、
①
卯
月
十
日
付
「
大
友
義
鑑
書
状
」、

②
二
月
三
日
付
「
大
友
円
斎
（
義
鎮
）
書
状
」、
③
十
一
月
二
十
六
日
付
「
大
友
義
統
書

状
写
」、
④
四
月
十
七
日
付
「
三
浦
梅
園
書
状
」、
⑤
三
月
二
十
五
日
付
「
三
浦
梅
園
書
状
」

の
よ
う
に
な
る
。
①
は
天
文
三
年
（
一
五
三
四
）
に
大
友
氏
と
大
内
氏
の
間
で
戦
わ
れ
た

勢
場
ケ
原
合
戦
に
関
わ
る
も
の
、
②
は
円
斎
と
い
う
名
乗
り
と
田
原
親
宏
に
言
及
し
て
い

る
こ
と
か
ら
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
に
比
定
さ
れ
る
。
③
は
年
未
詳
だ
が
、
来
縄
郷
内

内
小
野
名
を
安
堵
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
文
書
を
伝
え
た
家
は
、
近
世
に
な
る
と
こ
の

地
に
居
を
構
え
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
前
掲
海
老
沢
論
文
）。
④
⑤
の
近
世
文

書
は
、
田
染
荘
の
東
隣
、
安
岐
郷
に
あ
っ
た
著
名
な
哲
学
者
、
三
浦
梅
園
の
手
に
な
る
書

状
で
、
在
地
に
お
け
る
親
密
な
交
流
を
う
か
が
わ
せ
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

五
通
、（
①
二
四
・
六
×
三
六
・
七
㎝
、
②
一
六
・
六
×
三
八
・
六
㎝
、
③
二
七
・
四

×
四
一
・
一
㎝
、
④
一
四
・
〇
×
三
八
・
〇
㎝
、
⑤
一
三
・
九
×
一
五
・
五
㎝
）

	

（
井
上　

聡
）

○
大
友
義
鑑
感
状
写	

（
〇
四
七
一
―
五
五
）

　

本
文
書
は
、
天
文
三
年
四
月
六
日
に
豊
後
国
山
香
郷
に
て
勃
発
し
た
、
い
わ
ゆ
る
勢
場

が
原
合
戦
に
お
け
る
戦
功
を
、
同
月
二
十
一
日
に
大
友
義
鑑
が
賞
し
た
も
の
で
あ
る
。
同

合
戦
は
、
北
部
九
州
の
覇
権
を
ね
ら
う
大
内
義
隆
が
豊
前
よ
り
豊
後
へ
と
進
撃
し
、
大
友

義
鑑
が
こ
れ
を
防
御
す
る
形
で
展
開
し
た
。
大
内
軍
と
大
友
軍
の
衝
突
と
し
て
は
最
大
規

模
で
、
以
後
大
内
氏
滅
亡
ま
で
の
基
本
的
な
勢
力
図
を
固
め
た
出
来
事
と
い
っ
て
よ
い
。

宛
所
と
な
っ
て
い
る
本
河
内
新
左
衛
門
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
が
、
山
香
郷
内
に
地
名
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が
残
る
こ
と
か
ら
、
同
地
を
本
拠
と
す
る
国
人
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
同
日
付
の
義

鑑
感
状
は
他
に
も
多
く
知
ら
れ
て
お
り
、
同
合
戦
の
規
模
が
伺
わ
れ
る
。

	

一
通　

一
五
・
七
×
三
〇
・
五
㎝

	

（
井
上　

聡
）

○
万
里
小
路
惟
房
書
状	

（
〇
四
七
一
―
五
六
）

　

本
文
書
は
、
武
蔵
国
河
越
仙
波
の
中
院
（
仏
地
院
）
に
関
連
す
る
文
書
で
あ
る
。
中
院

は
、
天
台
談
議
所
で
あ
る
無
量
寿
院
の
子
院
で
、
有
力
寺
院
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
永

禄
元
年
十
月
十
五
日
、
中
院
院
主
の
奝
芸
は
、
曼
殊
院
覚
如
の
執
奏
を
得
て
権
僧
正
に
任

じ
ら
れ
た
。
こ
の
惟
房
書
状
は
、
奝
芸
の
任
権
僧
正
を
伝
え
る
口
宣
案
に
添
え
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
同
院
に
伝
来
す
る
文
書
の
う
ち
に
は
、
当
該
の
口
宣
案
お
よ
び
覚
如
書
状
が

伝
来
し
て
い
る
。

　

惟
房
が
こ
の
添
状
を
認
め
た
の
は
、子
の
輔
房
が
口
宣
の
奉
者
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、

書
状
中
に
使
者
と
し
て
現
れ
る
上
乗
院
公
誉
が
惟
房
の
叔
父
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ
る
の

だ
ろ
う
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
任
官
の
仲
介
を
担
っ
て
い
た
の
は
、
惟
房
自
身
で
あ
っ
た
と

推
察
さ
れ
る
。

　

な
お
同
文
書
は
、
か
つ
て
大
阪
願
泉
寺
に
あ
っ
た
こ
と
が
、
影
写
本
か
ら
知
ら
れ
て
い

る
。
同
寺
に
は
青
蓮
院
関
係
の
史
料
が
多
く
伝
来
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
奝
芸
の
任
権
僧

正
に
あ
た
り
、
口
宣
案
や
覚
如
書
状
は
本
人
に
与
え
ら
れ
た
も
の
の
、
当
該
書
状
の
み
門

跡
の
も
と
に
留
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

	

一
通
（
二
紙
）
三
一
・
四
×
四
三
・
〇
㎝
、
三
一
・
二
×
三
二
・
六
㎝

	

（
井
上　

聡
）

○
中
山
定
親
奉
称
光
天
皇
口
宣
案	

（
〇
四
七
一
―
五
七
）

　

本
文
書
は
、
醍
醐
寺
清
浄
光
院
の
僧
快
玄
を
権
僧
正
に
任
じ
る
口
宣
案
で
あ
る
。
奉
者

と
な
っ
て
い
る
蔵
人
頭
は
『
薩
戒
記
』
の
記
主
中
山
定
親
で
、
同
記
の
応
永
二
十
七
年
三

月
二
日
条
に
は
、
正
親
町
三
条
公
雅
か
ら
、
快
玄
の
任
権
僧
正
に
つ
い
て
宣
下
す
る
よ
う

指
示
が
あ
り
、
口
宣
案
を
作
成
し
て
進
上
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
本
史
料
は
、
ま
さ
に

こ
の
記
述
と
対
応
す
る
も
の
で
、
日
記
に
記
さ
れ
た
よ
う
に
、
本
史
料
は
定
親
の
自
筆
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

	

一
通　

三
五
・
五
×
四
五
・
〇
㎝

	

（
井
上　

聡
）

○
石
見
国
美
濃
郡
高
津
川
匹
見
川
川
筋
絵
図	

（
〇
五
四
七
―
六
）

　

本
史
料
は
現
在
の
島
根
県
益
田
市
横
田
町
に
あ
た
る
、
石
見
国
美
濃
郡
横
田
村
を
描
い

た
絵
図
で
あ
る
。「
潰
ケ
前
」（
つ
え
が
ま
え
）
地
域
を
中
心
に
土
手
や
水
路
に
つ
い
て
距

離
と
と
も
に
記
さ
れ
て
い
る
。
図
中
に
「
森
ケ
窪
新
田
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
森
が
久

保
原
」
に
新
田
五
町
四
反
が
開
拓
さ
れ
た
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
以
降
（
平
凡
社
日
本

歴
史
地
名
大
系
『
島
根
県
の
地
名
』
横
田
村
の
項
を
参
照
）
の
絵
図
と
考
え
ら
れ
る
。
裏

面
に
「
下
地
扣
」
の
文
字
と
「
佐
伯
」
の
朱
印
が
あ
る
。
二
〇
二
三
年
購
入
。

	

一
枚
（
二
一
紙
）
九
四
・
四
×
一
五
八
・
六
㎝

	

（
西
田
友
広
）

○
興
臨
院
文
書	

（
〇
六
七
一
―
二
九
）

　

興
臨
院
は
開
山
小
渓
紹
怤
、
檀
越
畠
山
義
総
の
大
徳
寺
塔
頭
で
あ
る
。
小
渓
が
大
徳
寺

を
退
院
し
た
大
永
六
年
（
一
五
二
六
）
二
月
以
降
、
天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
ま
で
の
間
に

創
建
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。能
登
畠
山
氏
の
滅
亡
後
は
、加
賀
前
田
氏
の
庇
護
を
受
け
た
。

　

本
文
書
群
は
、
そ
の
興
臨
院
に
伝
来
し
た
文
書
で
、
一
部
同
じ
く
南
派
の
瑞
峯
院
の
文

書
を
含
ん
で
い
る
。
本
文
書
群
が
当
初
納
め
ら
れ
て
い
た
被
蓋
箱
の
箱
蓋
面
に
添
付
さ
れ

た
付
箋
に
よ
る
と
、
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
に
本
所
が
購
入
し
た
と
み
ら
れ
る
。

そ
の
後
未
整
理
資
料
と
し
て
書
庫
内
に
留
置
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
度
整
理
を
行
っ
た
。

た
だ
そ
の
重
要
性
は
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、
一
部
の
史
料
は
利
用
、
紹
介
さ

れ
て
い
る
（
川
上
貢
「
大
徳
寺
と
そ
の
塔
頭
」『
禅
院
の
建
築
〔
新
訂
〕』、『
加
能
史
料
』）。

全
五
十
一
通
。
畠
山
氏
被
官
の
書
状
四
通
の
ほ
か
、
興
臨
院
の
寺
辺
所
領
関
係
史
料
や
近

世
初
頭
に
至
る
建
築
関
係
史
料
、
瑞
峯
院
の
味
噌
小
日
記
な
ど
か
ら
な
る
。

　

畠
山
氏
被
官
の
書
状
は
、
三
宅
宗
隆
書
状
（
九
月
十
四
日
付
、
切
紙
、
本
紙
一
八
・
六

×
四
五
・
六
、
封
紙
三
一
・
四
×
一
四
・
〇
）、
平
尭
知
書
状
（
九
月
十
五
日
付
、
切
紙
、

本
紙
一
七
・
四
×
四
五
・
四
、
封
紙
二
七
・
五
×
一
五
・
八
）、
井
上
英
教
書
状
（
卯
月

廿
三
日
付
、
切
紙
、
本
紙
一
六
・
八
×
四
五
・
八
、
封
紙
二
八
・
八
×
一
二
・
九
）、
遊

佐
盛
光
書
状
（
九
月
十
四
日
付
、
切
紙
、
本
紙
一
四
・
〇
×
四
七
・
七
、
封
紙
二
八
・
八
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×
一
〇
・
〇
）
の
四
通
で
あ
る
。
天
文
廿
年
（
一
五
五
一
）
五
月
二
十
三
日
に
畠
山
義
続

が
「
徳
胤
塔
頭
領
所
」
と
し
て
諸
岡
村
を
興
臨
院
に
寄
進
し
て
い
る
が
（
畠
山
徳
祐
袖
印

畠
山
氏
奉
行
人
連
署
奉
書
「
東
京
大
学
文
学
部
所
蔵
雑
文
書
」）、
こ
れ
と
呼
応
す
る
、
櫛

比
諸
岡
村
名
散
田
指
出
帳
（
天
文
廿
年
六
月
三
日
付
、
続
紙
、
七
紙
、
二
五
・
五
×
二
二

四
・
七
）
も
あ
る
。
興
臨
院
と
能
登
畠
山
氏
の
関
係
や
、
畠
山
氏
奉
行
人
の
動
き
を
考
え

る
上
で
い
ず
れ
も
興
味
深
い
史
料
で
あ
る
。

　

造
営
関
係
史
料
も
注
目
さ
れ
る
。
興
臨
院
本
坊
南
面
上
葺
奉
加
納
下
帳
（
天
正
九
年
六

月
十
六
日
付
、
冊
子
、
八
丁
、
二
四
・
二
×
二
一
・
〇
）、
興
臨
院
本
坊
北
面
上
葺
日
記
（
天

正
十
一
年
四
月
廿
五
日
付
、
冊
子
、
三
丁
、
二
六
・
八
×
一
九
・
二
）、
興
臨
院
本
坊
北

原
上
葺
幷
棟
包
銀
納
下
帳（
慶
長
五
年
三
月
日
付
、冊
子
、四
丁
、二
五
・
六
×
二
〇
・
〇
）、

興
臨
院
処
々
修
造
之
小
日
記（
寛
永
二
年
七
月
晦
日
付
、冊
子
、六
丁
、二
五
・
六
×
二
〇
・

七
）
な
ど
七
通
が
あ
り
、
建
築
史
の
観
点
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

修
理
が
必
要
な
史
料
も
多
い
が
、
本
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
一

般
公
開
し
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
。

	

五
一
通

	

（
小
瀬
玄
士
）

○Journal	of	Lieutenant	Francis	Clayton,	1862-1863.	
（
英
国
海
軍
大
尉
フ
ラ
ン

シ
ス
・
ク
レ
イ
ト
ン
航
海
日
誌
、
一
八
六
二
―
一
八
六
三
年
）	
（
〇
七
四
四
―
一
）

　

英
国
海
軍
大
尉
フ
ラ
ン
シ
ス
・
Ｓ
・
ク
レ
イ
ト
ン
（
一
八
三
八
～
一
九
一
三
）
に
よ
る

航
海
日
誌
。

　

Journal	of	H
.M

.S.	Galatea	（
一
八
六
二
年
五
月
十
六
日
～
十
月
三
日
）、Journal	of	

H
.M

.S.	Perseus	（
同
年
十
月
一
日
～
一
八
六
三
年
九
月
十
日
）
の
二
部
に
分
か
れ
る
。

　

英
国
軍
艦
ガ
ラ
テ
ィ
ア
（
一
八
六
二
年
五
月
十
六
日
～
十
月
三
日
）、
同
パ
ー
シ
ュ
ー

ス
（
一
八
六
二
年
十
月
一
日
～
一
八
六
三
年
九
月
十
日
）
搭
乗
時
の
も
の
。

　

ガ
ラ
テ
ィ
ア
艦
に
よ
る
バ
ル
ト
海
航
海
に
参
加
後
、
ク
レ
イ
ト
ン
は
プ
リ
マ
ス
港
で
東

イ
ン
ド
・
中
国
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
所
属
の
パ
ー
シ
ュ
ー
ス
艦
に
配
属
さ
れ
、
日
本
海
域
へ
向

か
っ
た
。
日
誌
に
は
鹿
児
島
戦
争
（
一
八
六
三
年
八
月
十
五
日
～
十
七
日
）
の
貴
重
な
記

事
を
含
む
。
十
四
歳
で
英
海
軍
に
入
っ
た
ク
レ
イ
ト
ン
は
、
そ
の
後
、
海
軍
中
佐
（
一
八

七
〇
年
）、
海
軍
大
佐
（
一
八
七
九
年
）
と
な
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
活
躍
。
一
九
〇
一
年
に
海
軍
中
将
、
一
九
〇
四
年
に
海
軍
大
将
と
な
っ
た
。

	

（
保
谷　

徹
）

○
下
間
頼
廉
書
状	

（
〇
八
二
五
―
一
二
）

　

本
願
寺
の
坊
官
で
あ
っ
た
下
間
頼
廉
の
羽
柴
秀
吉
宛
て
の
書
状
。
天
正
十
一
年
四
月
、

越
前
北
庄
に
お
い
て
柴
田
勝
家
を
滅
ぼ
し
、
凱
旋
し
た
ば
か
り
の
秀
吉
に
、
新
門
跡
教
如

が
出
し
た
書
状
の
副
状
と
し
て
発
給
さ
れ
た
も
の
。
本
願
寺
が
、
信
長
亡
き
後
の
天
下
人

が
誰
に
な
る
か
を
注
視
し
て
お
り
、
秀
吉
勝
利
の
情
報
を
得
て
速
や
か
に
祝
儀
を
送
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

	

（
天
正
十
一
年
）
四
月
二
十
七
日	

一
幅	

鳥
子
紙	

本
紙	

縦
十
六
・
七
×
横
三
八
・
八
㎝

	

（
村
井
祐
樹
）

○
大
乗
院
家
領
若
槻
庄
土
帳	

（
保
―
三
二
一
）

　

一
鋪
（
九
紙
貼
り
継
ぎ
）。
大
和
国
若
槻
荘
の
鎌
倉
時
代
後
期
成
立
に
か
か
る
坪
付
図

の
模
写
。
そ
の
原
本
は
、
興
福
寺
大
乗
院
の
旧
蔵
に
か
か
り
、
菅
政
友
の
手
を
経
て
、
現

在
は
茨
城
県
立
歴
史
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
本
に
は
作
成
年
代
に
か
か
る
記
述
を

載
せ
な
い
が
、
本
所
に
は
こ
の
ほ
か
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
菅
孝
次
郎
（
政
友

の
子
）
が
所
蔵
し
て
い
た
際
に
模
写
し
た
こ
と
を
銘
記
す
る
模
写
（
仁
―
一
一
〇
）
一
幅

を
架
蔵
し
て
い
る
。

	

（
末
柄　

豊
）

新
入
架
特
殊
蒐
書

○
加
納
家
史
料	

（
加
納
家
史
料
）

　

上
総
一
宮
藩
の
藩
主
で
あ
っ
た
加
納
家
の
史
料
、
六
五
二
点
。

　

慶
長
年
間
、
加
納
久
利
が
徳
川
家
康
か
ら
頼
宣
付
を
命
じ
ら
れ
た
の
が
紀
伊
和
歌
山
藩

士
加
納
家
の
始
ま
り
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
三
代
政
直
の
次
男
久
通
は
親
族
加
納
久
政
の
養

子
に
な
っ
て
松
平
頼
方
（
後
の
徳
川
吉
宗
）
に
仕
え
、
吉
宗
が
将
軍
に
な
る
と
幕
府
旗
本

と
な
っ
た
。
久
通
は
吉
宗
の
御
側
御
用
取
次
を
勤
め
て
信
任
厚
く
、
享
保
十
一
年
（
一
七

二
六
）
に
は
加
増
さ
れ
て
一
万
石
の
大
名
と
な
っ
た
。
そ
の
所
領
は
伊
勢
国
・
上
総
国
・

下
総
国
に
分
散
し
て
い
た
が
、
伊
勢
国
治
田
郷
（
八
田
郷
）
等
を
領
し
た
こ
と
か
ら
伊
勢
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八
田
（
は
っ
た
）
藩
、
あ
る
い
は
陣
屋
の
所
在
地
に
因
み
伊
勢
東
阿
倉
川
（
ひ
が
し
あ
く

ら
が
わ
）
藩
と
呼
ば
れ
る
。
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
上
野
国
内
で
三
千
石
加
増
、
文
政

元
年
（
一
八
二
六
）
陣
屋
を
上
総
国
一
宮
に
移
し
、
そ
の
ま
ま
廃
藩
を
迎
え
た
。
本
史
料

に
は
、
慶
長
十
三
年
（
一
六
〇
八
）
加
納
平
右
衛
門
（
久
利
）
宛
徳
川
家
康
領
知
朱
印
状

を
は
じ
め
、
歴
代
の
領
知
朱
印
状
・
領
知
目
録
、
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
以
降
の
当
主

官
位
叙
任
に
係
る
口
宣
案
・
宣
旨
・
位
記
等
、
老
中
書
付
・
老
中
奉
書
、
系
譜
・
家
譜
類

等
の
他
、
近
世
後
期
歴
代
当
主
の
文
化
的
素
養
を
反
映
し
て
書
画
・
茶
席
図
・
版
本
な
ど

も
多
く
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
最
後
の
藩
主
で
あ
っ
た
久
宜
は
、
廃
藩
後
法
曹
・
地
方
行
政
・

国
政
の
各
種
役
職
を
歴
任
し
、
交
友
関
係
も
広
か
っ
た
た
め
、
そ
の
時
代
の
史
料
も
多
い
。

	

（
鶴
田　

啓
）

○
神
野
志
隆
光
氏
寄
贈
史
料	

（
神
野
志
隆
光
氏
寄
贈
史
料
）

　

本
史
料
群
は
、
神
野
志
隆
光
（
こ
う
の
し　

た
か
み
つ
）
氏
が
研
究
の
た
め
に
蒐
集
し

た
江
戸
時
代
か
ら
明
治
期
に
刊
行
さ
れ
た
『
年
代
記
』
関
係
の
版
本
か
ら
成
っ
て
お
り
、

二
〇
一
七
年
同
氏
に
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
。

　

東
京
大
学
名
誉
教
授	

神
野
志
隆
光
氏
（
一
九
四
六
―
）
は
、『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』

研
究
で
知
ら
れ
る
日
本
文
学
者
で
本
学
教
養
学
部
に
一
九
八
六
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で

在
籍
さ
れ
て
い
た
。

　

神
野
志
氏
の
本
史
料
群
を
用
い
た
研
究
成
果
は
、「
そ
の
後
の
日
本
書
紀
―
「
年
代
記
」

の
展
開
」
が
あ
り
、『
日
本
書
紀
』
の
現
代
に
い
た
る
ま
で
の
受
容
の
歴
史
を
『
年
代
記
』

を
と
お
し
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。

　

上
記
論
文
の
要
旨
を
一
部
抜
粋
す
る
と
神
野
志
氏
は
「
テ
キ
ス
ト
の
実
際
に
そ
く
し
て

い
え
ば
、『
日
本
書
紀
』
そ
の
も
の
に
か
わ
っ
て
、
そ
れ
を
再
構
成
し
た
も
の
（「
年
代
記
」

類
）
が
そ
の
役
を
は
た
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
平
安
時
代
以
降
多
様
な
「
年
代
記
」
類

が
つ
く
ら
れ
、
江
戸
時
代
に
は
出
版
に
よ
っ
て
流
布
さ
れ
た
。
そ
れ
が
「
古
代
」
の
「
常

識
」
を
形
成
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
実
用
化
と
い
っ
て
も
よ
い
が
、
そ
う
し
た
展
開
の

全
体
が
、
七
二
〇
年
の
成
立
か
ら
現
在
に
い
た
る
『
日
本
書
紀
』
の
「
そ
の
後
」
に
ほ
か

な
ら
な
い
。「
年
代
記
」
の
問
題
を
軸
と
し
て
そ
う
し
た
見
わ
た
し
が
可
能
と
な
る
」
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
氏
の
こ
う
し
た
視
点
に
よ
る
『
年
代
記
』
研
究
に
基
づ
き
、
氏
が
自

ら
蒐
集
し
た
江
戸
時
代
か
ら
明
治
期
に
刊
行
さ
れ
た
版
本
類
が
本
史
料
群
な
の
で
あ
る
。

　

主
だ
っ
た
版
本
を
分
類
す
る
と
①『
日
本
王
代
一
覧
』、『
大
日
本
國
帝
王
年
代
目
録（
和

漢
合
運
図
）』、『
新
編
和
漢
歴
代
帝
王
備
考
』
な
ど
が
あ
り
、
神
野
志
氏
の
「
江
戸
時
代

に
は
、「
年
代
記
」
類
が
き
わ
め
て
多
様
な
か
た
ち
で
出
版
さ
れ
る
。
実
用
性
を
さ
ら
に

く
わ
え
た
も
の
が
庶
民
向
け
に
も
出
版
さ
れ
て
、
ひ
ろ
く
流
布
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
庶
民

に
ま
で
「
歴
史
」
の
知
識
が
浸
透
し
て
い
っ
た
。
そ
の
な
か
に
『
日
本
書
紀
』
は
生
き
て

い
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
問
題
意
識
で
蒐
集
さ
れ
た
版
本
類
で
あ
る
。

　

②
神
野
志
氏
は「
降
っ
て
江
戸
時
代
の
末
に
な
る
と
、「
重
宝
記
」と
よ
ば
れ
る
類
、『
雑

書
』
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
た
も
の
や
、「
雑
書
」
と
称
さ
れ
た
も
の
と
あ
わ
せ
た
―
「
雑

書
」
と
「
年
代
重
宝
記
」
と
が
表
裏
を
な
す
―
一
枚
物
の
ご
と
き
ま
で
、
大
き
さ
も
小
本

か
ら
三
ツ
切
（
手
帳
サ
イ
ズ
）
の
掌
中
版
ま
で
、
じ
つ
に
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
「
年
代

記
」
類
が
流
布
し
て
ゆ
く
」
と
述
べ
ら
れ
、
掌
中
本
、
横
本
と
言
わ
れ
る
手
帳
サ
イ
ズ
の

版
本
が
庶
民
の
歴
史
認
識
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
本
史
料
群

の
『
掌
中
増
補
和
漢
年
代
記
集
成
』、『
改
正
増
補　

和
漢
年
代
記
集
成
』
な
ど
は
こ
の
研

究
視
点
で
蒐
集
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

③
神
野
志
氏
は
前
近
代
の
み
で
は
な
く
明
治
期
以
降
の
版
本
類
で
あ
る
『
内
国
史
略
』、

『
明
治
新
刻	

国
史
略
』、『
日
本
史
畧
』、『
稿
本
国
史
眼
』
な
ど
も
蒐
集
さ
れ
た
。
と
く
に

『
稿
本
国
史
眼
』
は
、
重
野
安
繹
・
久
米
邦
武
・
星
野
恒
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
が
、
三
者

が
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
前
身
で
あ
る
編
纂
臨
時
編
年
史
編
纂
掛
に
在
籍
し
て
い
た
明

治
二
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
九
月
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
所
所
蔵
の
特
殊
蒐
書

「
重
野
家
史
料
」
に
は
『
稿
本
国
史
眼
』
刊
行
に
関
す
る
多
く
の
史
料
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

個
別
の
史
料
は
江
戸
時
代
以
降
の
版
本
・
印
刷
物
か
ら
成
っ
て
い
る
の
で
、
他
の
研
究

機
関
に
も
所
蔵
が
確
認
で
き
る
が
、
史
料
群
と
し
て
は
江
戸
時
代
か
ら
明
治
期
に
至
る
ま

で
の
日
本
の
歴
史
認
識
の
変
遷
を
一
覧
で
き
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

参
考
文
献　

神
野
志
隆
光
「
そ
の
後
の
日
本
書
紀
―
「
年
代
記
」
の
展
開
」（『
京
都
国
文
』

第
二
四
号
、
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

	

全
一
九
七
冊

	

（
生
駒
哲
郎
）

○
後
藤
紀
彦
氏
旧
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン	

（
後
藤
紀
彦
氏
旧
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

　

本
所
元
職
員
で
あ
る
故
・
後
藤
紀
彦
氏
の
自
宅
に
あ
っ
た
諸
資
料
の
う
ち
、
本
所
の
事
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業
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
選
別
し
た
上
で
、
ご
遺
族
か
ら
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
。

　

後
藤
（
角
田
）
紀
彦
氏
は
名
古
屋
大
学
で
網
野
善
彦
な
ど
の
教
え
を
受
け
て
日
本
中
世

史
を
専
攻
し
、
遊
女
の
研
究
や
、
御
成
敗
式
目
な
ど
法
制
書
の
探
索
に
力
を
尽
く
し
た
。

一
九
七
一
年
か
ら
八
七
年
に
か
け
、
図
書
整
理
掛
の
事
務
官
な
ど
と
し
て
本
所
に
勤
務
し

て
お
り
、
本
所
史
料
に
よ
く
付
属
し
て
い
る
独
特
の
丸
み
を
帯
び
た
筆
跡
の
メ
モ
は
、
後

藤
氏
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
古
書
蒐
集
に
も
熱
心
だ
っ
た
よ
う
で
、
古
書
肆
か
ら
購

入
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
が
旧
宅
に
は
保
存
さ
れ
て
い
た
。

　

今
回
「
後
藤
紀
彦
氏
旧
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
入
架
し
た
諸
資
料
は
、
近
世
写
本

や
拓
本
な
ど
様
々
で
あ
る
が
、
近
衛
家
本
追
加
と
同
内
容
で
あ
る
「
追
加
目
録　

全
」（
後

藤
紀
彦
氏
旧
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―16
。「
少
府
図
書
」
の
蔵
書
印
あ
り
、
姫
路
藩
主
酒
井

家
の
旧
蔵
書
か
）
の
よ
う
に
、
入
手
の
喜
び
を
彼
の
筆
跡
で
メ
モ
し
た
も
の
も
あ
り
、
研

究
者
と
し
て
の
後
藤
氏
の
面
目
を
伝
え
る
。

	

全
五
六
点

	

（
木
下
竜
馬
）

新
入
架
写
本

○
称
名
寺
幷
東
寺
文
書
写	

（
四
〇
一
五
―
四
）

　

本
写
本
は
、
金
澤
称
名
寺
と
京
都
東
寺
に
伝
来
し
た
古
文
書
・
典
籍
・
指
図
・
器
物
等

を
書
写
し
て
一
巻
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
前
半
に
称
名
寺
関
係
史
料
七
点
、
後
半
に
東
寺

関
係
史
料
二
九
点
を
配
置
し
て
い
る
。
文
字
配
置
・
字
形
な
ど
か
ら
み
て
臨
模
の
方
法
で

写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
両
史
料
群
が
取
り
合
せ
て
一
巻
と
さ
れ
た
経
緯
な

ど
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

料
紙
は
楮
紙
で
、
一
紙
が
お
よ
そ
縦
二
七
・
八
㎝
×
横
四
〇
・
七
㎝
に
調
整
さ
れ
た
全

三
一
紙
か
ら
な
っ
て
い
る
。
表
紙
・
軸
・
裏
打
ち
等
の
仕
立
て
は
施
さ
れ
て
い
な
い
。
巻

子
の
端
裏
下
部
に
は
、
四
隅
に
「
史
料
備
用
」
の
文
字
を
一
字
ず
つ
配
し
た
赤
茶
色
イ
ン

ク
飾
り
枠
三
段
の
図
書
ラ
ベ
ル
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
が
（
旧
番
号
七
〇
四
／
史
／
一
一
）、

史
料
編
纂
所
に
入
る
前
の
蔵
書
印
や
書
写
識
語
な
ど
は
な
く
、
史
料
編
纂
所
所
蔵
と
な
っ

た
経
緯
も
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
第
六
目
奥
下
部
に
「
近
藤
守
重
手
写
」
と
い
う
注
記
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
近
藤
重
蔵
に
よ
る
模
写
本
で
、
江
戸
時
代
の
寛
政
～
文
政
年

間
頃
の
作
成
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

書
写
さ
れ
た
史
料
は
文
字
史
料
以
外
の
指
図
が
比
較
的
多
く
唐
櫃
や
経
帙
の
札
と
い
う

器
物
の
模
写
も
あ
っ
て
、
近
世
の
好
古
の
趣
向
が
感
じ
ら
れ
る
。
書
写
史
料
の
ほ
と
ん
ど

は
、
現
存
の
「
称
名
寺
文
書
」「
東
寺
百
合
文
書
」「
教
王
護
国
寺
文
書
」
原
本
や
写
本
に

よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
未
知
の
指
図
二
点
、
経
帙
題
簽
札
一

点
が
あ
る
ほ
か
、
原
本
で
は
欠
損
し
て
い
る
文
書
の
欠
損
前
の
状
態
が
わ
か
る
も
の
も
あ

り
貴
重
で
あ
る
。

　

こ
れ
以
上
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
貫
井
裕
恵
・
高
橋
敏
子
両
氏
に
よ
る
史
料
紹
介
が
予

定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
参
照
し
て
ほ
し
い
。

	

（
木
下
竜
馬
）

○
三
秘
集	

（
四
一
五
六
―
一
三
一
）

　

表
題
は
「
御
附
札
三
秘
集
」。
小
口
に
「
三
秘
集
」。

　

諸
大
名
か
ら
幕
府
の
老
中
・
三
奉
公
ほ
か
各
所
へ
の
問
合
せ
・
伺
い
等
と
付
札
・
下
札
・

挨
拶
な
ど
に
よ
る
回
答
を
編
纂
し
た
も
の
。
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
か
ら
文
化
三
年
（
一

八
〇
六
）
ま
で
、
巻
十
三
末
尾
に
は
全
十
二
巻
通
計
三
六
四
条
と
あ
る
。
巻
十
三
が
「
目

録
」。

　

活
字
本
は
東
北
大
学
附
属
図
書
館
本
を
底
本
と
し
（
甲
本
）、
明
治
大
学
刑
事
博
物
館

本
を
対
校
本
（
乙
本
）
と
す
る
。

　

本
書
巻
一
に
は
朱
書
校
訂
が
あ
り
、「
書
面
之
外
売
渡
証
文
六
通
原
本
ニ
有
之
候
得
と

も
不
用
之
品
ニ
付
除
之
」
な
ど
の
注
記
が
あ
り
、
こ
れ
は
乙
本
系
統
と
考
え
ら
れ
る
。
朱

書
き
は
ほ
か
に
巻
十
一
に
も
。

　

巻
一
・
十
一
・
十
二
に
若
干
の
虫
損
が
あ
る
が
、
本
文
に
は
か
か
っ
て
い
な
い
。

	

（
保
谷　

徹
）

新
入
架
写
真
帳

○	
日
本
史
料　
［
京
都
府
］
仁
和
寺
史
料　

御
経
蔵　
［
長
崎
県
］
長
崎
町
乙
名
本
山
家
文

書
（
史
料
編
纂
所
寄
託
分
）

○	

古
文
書　
［
古
文
書
集
］
後
撰
芸
葉　
［
宮
城
県
］
伊
達
家
文
書　
［
京
都
府
］
醍
醐
寺

文
書
（
二
七
六
～
二
八
四
函
）　

長
福
寺
文
書　

井
形
正
壽
氏
所
蔵
文
書
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